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研究成果の概要（和文）：北極海の低次生態系に着目し、(1) 脆弱性、(2) 頑健性、(3) 特異性の解明を目的と
した。(1) 脆弱性に関して、炭酸塩プランクトンの骨格密度が最大40%も減少し、カナダ海盆では特有の生態系
が失われつつある。(2) 頑健性に関して、熱帯や亜熱帯域特有の窒素固定基礎生産は、北極海においても営まれ
ている。(3) 特異性に関して、炭素数10~38の直鎖飽和炭化水素の合成能を持つ株をDicrateria rotunda種と同
定した。

研究成果の概要（英文）：Arctic Ocean is affected by the ocean acidification and global warming most 
seriously in the world. Focusing on the phyto and zooplankton that are basement of Arctic marine 
ecosystem, goals of this research are to understand their (1) fragility, (2) robustness and (3) 
marked specificity. (1) In terms of fragility, we have analyzed that carbonate density of marine 
calcifiers decreased by maximum 40% of the test due to the low saturation index. The Arctic original
 benthic-pelagic type marine ecosystem has already collapsed in the Canada Basin and is going to 
change in pelagic type ecosystem. (2) In terms of robustness, we have observed that nitrogen 
fixation occurred in the Arctic Ocean, of which has been considered as a primary production process 
in the sub-tropical and tropical area only. (3) In terms of marked specificity, we found that a 
unique phytoplankton, Dicrateria rotunda, Haptophyceae, has the capability to produce a series of 
straight-chain alkanes, C10H22 to C38H78. 

研究分野： 環境学・環境解析学・環境動態解析

キーワード： 北極海　生物海洋　海洋酸性化　アルカン　プランクトン　炭酸塩骨格密度
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研究成果の学術的意義や社会的意義
MXCTの開発により生物の酸性化影響評価を担う唯一の研究機関として海洋酸性化国際プロジェクトGlobal Ocean
 Acidification Observing Networkに登録し全世界から受託分析を受けることになった。また、Dicrateria 
rotunda種の一連のalkane合成の発見は将来的に新しいバイオエネルギーの創造を示唆するものであり、学術的
にも社会的にも大変意義のある成果が得られている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
人間圏にとってそれが変わってしまうと大変なことになる受け入れ難い 10 の環境ストレスが

提唱されている(Rockstrom et al., 2009, Nature 461, 472-475）。既に、動的平衡が保たれる臨界点を
突出して超えている項目があり、特に「生物多様性の減少」が顕著である。なかでも海洋は、生
物多様性が減少しているのかを把握するための基礎的な生物データがない状況であったが、国
際プロジェクト Census of Marine Life（http://www.coml.org/）が、海洋生物の包括的リストを 2010 
年に作成（23 万種の確認と 3568 の新種を追加）し、種数、分布、個体数の基礎情報が蓄積され
つつある。このような海洋生物の現状把握に加えて、地球温暖化や海洋酸性化に対して海洋生物
はどう応答するのか？多様性や生態系はどのような影響を受けるのか？の理解は「持続的に利
用可能な水産資源管理」や「多様性保全と生態系サービス」の観点から極めて重要であった。こ
の重要性はいまだ変わっていない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、酸性化と温暖化の影響を世界で最も深刻に受けている極域を対象とし、海洋生態

系の底辺を支える低次生産者（動物・植物プランクトン）に着目し、(1) 脆弱性（例：酸性化が
炭酸塩殻を有するプランクトンに与える影響）；(2) 頑健性（例：温暖化に伴う外来性植物プラ
ンクトンの極域繁茂の可能性）；(3) 特異性（例：極域プランクトン種の特異的機能の解明）を明
らかにすることを目的とした。 
 

３．研究の方法 
西部北極海にて時系列係留系を設置し時系列で現場データや試料の採取を行った。(1) 脆弱性

に関しては、海洋酸性化に対する生物の応答に着目し、マイクロ X 線 CT スキャン法（MXCT）
を用いて炭酸塩骨格を持つプランクトンの骨格密度を定量的に見積もる手法の開発を基にした
評価を進めることとした。研究進捗評価で、MXCT の成果を酸性化に対する生物応答の定量的
評価に結びつける工夫が必要とご指摘をいただいたので、標準物質を自作すること、それによっ
て CT 値を密度（g/cm3）に換算し、炭酸塩骨格密度値を求め、現場の水塊の炭酸イオン濃度など
酸性化の指標と骨格密度の関係性を明らかにし、炭酸塩骨格密度が確かに酸性化の影響を評価
する指標となりうることを確認する手順で実施した。また、(2) 頑健性については、当初の申請
書には「次世代シーケンサーを用いた沈降粒子の 18SrRNA 配列による定量的解析から、群集の
多様性に変化が起きているかを明らかにする」との記載のみで詳細な手順を記述していなかっ
た。３年目で受けた研究進捗評価の際に、温暖化に伴う外来生植物プランクトンの極域繁茂の可
能性を解明する道筋を明確にする必要があるとのご指摘いただいたため、過去に取得されたプ
ランクトン群集のサンプルと最近のプランクトン群集の比較からこの指摘に対応していく必要
があると考えた。そのためには過去に採取され、現在はホルマリン漬けになっている群集試料か
ら構成する植物プランクトンの遺伝子を確実にレスキューできる手法を完成させる必要があり、
この手法開発の論文を現在執筆中である。(3) 特異性については、有機化合物の合成において特
異機能を持つ種を異なる環境下で培養実験を重ね、最適な生育条件を明らかにするとともに、他
の海域で生育する同種がいるのかどうか、いる場合、有機化合物の合成に関する北極海株の特異
性があるのかどうか、その生物学的意義についても明らかにすることとした。また、研究進捗評
価で、研究代表者および研究分担者ともに主筆で論文を発表していくことを期待するとコメン
トをいただいた。そこで、学術誌 Journal of Geophysical Research-Oceans で特集号「Uncovering the 
hidden links between dynamics, chemical, biogeochemical and biological processes under the changing 
Arctic」を企画し代表編集委員に就任した。2020 年度の出版を目指し、論文公表の加速を鋭意対
応中である。 
 
４．研究成果 

(1) 脆弱性；(2) 頑健性；(3) 特異性に関わる主要な成果を以下に列記する。 
(1) 脆弱性について、海洋酸性化が現場に生息する炭酸塩有殻プランクトンにどのような影響

を及ぼしているのか定量的に明らかにすることを目的としていた。そのためには、酸性化の進行
の激しい海域から進んでいない海域までダイナミックレンジで生息する炭酸塩生物を採取し、
現場の炭酸塩関連データと比較する必要がある。研究対象としている西部北極海は一様に酸性
化が進行してしまっているため、北極海だけでダイナミックレンジの試料を採取する目的を達
成することが難しい。そこで、北極海で算出する種と同種の浮遊性有孔虫試料を北太平洋亜寒帯
域の 47°Nライン上の西部（酸性化の進行が深刻な海域）から東部（酸性化の進行が西部ほど進
んでいない海域）にかけて採取し、西部から東部の生息水深の炭酸系データと比較することとし
た（図１）。また、高確度な炭酸塩骨格密度の値を得るために、対象とするプランクトンの平均
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的な大きさと同程度の大きさの標準物質（炭酸カルシウム）の合成に成功し（これまでの我々の
研究から、標準物質に用いるには、実試料と大きさを揃えることが確度の高い、X 線 CT 値（空
隙率）を測定するために不可欠であることがわかっている）、標準物質の X 線 CT 値と炭酸カル
シウム重量を Inductively Coupled Plasma Mass Spectrometry を用いて精密に測定し、密度に換算す

る経験式を作り出した。この経験式を用いて、北太
平洋亜寒帯域の 47°N に生息する炭酸塩プランクト
ンの骨格密度を求め、炭酸系関連データとの比較を
行った。その結果を図２に示す。海水中の炭酸イオ
ン濃度と炭酸塩骨格密度の間には強い直線関係が
あり、現場生息水深の酸性化度合いが生物の骨格に

影響を及ぼしていることが明らかとなった。西部の炭酸イオン濃度が低い海域では顕著に殻密
度が低下しており最大で 40%の密度減少が生じていた(Iwasaki et al., 2019)。この関係性に基づい
て西部北極海に設置した時系列係留系から採取された有殻翼足類の X 線 CT 値から推測される
炭酸塩骨格密度の季節変化を明らかにした。その結果、最大で約 40%の骨格密度の低下が見ら
れ、海氷が形成される 10~11 月と、海氷が融解する 8 月に著しく低下していた。10~11 月は有
機物沈降量が最も多い時期と同期していたことから、有機化合物の分解に伴う現場海水の炭酸
イオン濃度の低下が要因と考えられる。8 月は海氷が１年で最も融解する時期であることから、
海氷融解による炭酸イオン濃度の低下（希釈の効果）によると考えられる。以上、北極海では極
度の酸性化の進行が翼足類の生育に負の影響を及ぼしていることが明らかとなった(Kimoto et al., 
準備中)。海洋酸性化は、炭酸カルシウムを殻に持つ生物にダメージを与え、食物網を通じてよ
り高次の生態系に影響を及ぼす可能性がある。 
北極海の環境変化と海洋生態系応答を明らかにするために、世界で最も基礎生産力（植物プラ

ンクトンの生産力）が高い海域、ホットスポットとして知られるチュクチ海南部のホープ海底谷
に着目し、世界で初めて時系列係留系を設置した。水温、塩分、溶存酸素、濁度、及び動物・植
物プランクトン量のデータを 2年間に亘り取得し、現場観測を実施してきた。その結果、海氷融
解が始まる春季に植物プランクトンは大増殖 (ブルーム)を起こすものの、まだその時期は動物
プランクトンの量が少なく、多くの植物プランクトンが海底に沈積し、底生生物の餌になってい
ることが示された (図 3 左; Kitamura et al., 2017)。また、海底で有機物が分解されて生じる栄養
塩が、秋に表層に供給され植物プランクトンの秋季ブルームを引き起こしていることも明らか
になった (Nishino et al., 2016)。このような底生−遠洋性型生態系は、基礎生産力が高くかつ水深
が浅いチュクチ海だからこそ維持されていると考えられる。もし、チュクチ海で温暖化が進行し
て海氷融解が早期化すると、春季ブルーム期に動物プランクトンの活動が十分に活発化し、さら
にはこれを捕食する浮遊性の魚類が多く現れる状態（遠洋性型生態系）になるかも知れない (図
3 右)。遠洋性型生態系になると、もはや表層から直接有機物が落下する現在のような底生生物
に栄養が供給される仕組み（底生型生態系）が失われ、底生生物を餌とする海生哺乳類も姿を消
すことになり、狩猟を生業とする先住民の生活を脅かす可能性が示唆される。一方、中央部カナ
ダ海盆では、海氷融解による淡水化が進んでいる。淡水化は亜表層の成層構造を強化し、下層か
らの栄養塩供給を抑制する。その結果、基礎生産が低下する。しかし、海氷が消失した海域では、

図１北太平洋亜寒帯域マップと各種デ
ータの東西分布鉛直断面図 (a) 白丸は
47°N のサンプリング地点 (b)上から
水温、炭酸イオン濃度、炭酸カルシウム
飽和度東西分布 
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図 2 海水の炭酸イオン濃度と各サンプリング地
点で採取された浮遊性有孔虫の炭酸カルシウム
骨格密度の関係 
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大気が直接海洋に触れることで、海水の混合を活発にし、下層から栄養塩が表層に供給され、再
び基礎生産や大型植物プランクトンが増加する可能性もある。そこで、カナダ海盆で海氷が消失
した状況下の生態系の応答について観測を行なった。その結果、カナダ海盆の海氷消失域では、
強風による海洋混合が起こっても下層から栄養塩は供給されず、基礎生産や大型植物プランク

トンが増加することはなかった(Nishino et al., 2018)。カナダ海盆では栄養塩躍層が深いため、淡
水化の進んだ表層に栄養塩がもたらされることは容易ではなく、従来の生態系が戻ることはな
いと考えられる。一方、陸棚水の高栄養塩環境が渦に取り込まれカナダ海盆へと水平的に輸送さ
れることもわかってきた。これらの渦は局所的ではあるが、大型植物プランクトンの生育に適し
重要な生産場となっている(Nishino et al., 2018)。また、海氷融解水が表層を覆ってできる季節密
度躍層にも大型植物プランクトンが繁茂していた (Nishino et al., 2020)。季節密度躍層には有機
物粒子が貯まりやすく、再生された栄養塩が大型植物プランクトンの生産を支えていると考え
られる。脆弱な生態系の中にあっても、植物プランクトンは少しでも有利な環境下で成長しよう
とする頑健性を持つことがわかった。 

(2) 頑健性について、当初、上記で述べたように研究の対象として植物プランクトンを想定し
ていた。ところが最近の研究で、光合成によらない窒素固定を行う基礎生産者も北極海に存在す
ることがわかってきた。窒素固定とは、大気や海洋中に存在する窒素分子を生物が利用可能な栄
養塩へと微生物が変換する過程である。一般的な窒素栄養塩（硝酸塩やアンモニウム塩）を利用
する過程に比べてエネルギーを大量に消費することから、硝酸塩やアンモニウム塩が枯渇した
「海の砂漠」と称されるような熱帯・亜熱帯貧栄養海域でのみ行われていると考えられてきた。
ところが、本研究による西部北極海の観測点の調査からこの海域において広く窒素固定が生じ
ていることがわかった（図 4）。鉛直分布を見ると浅い水深から深い水深までランダムに高い活
性が出現していた。熱帯・亜熱帯海域の窒素固定は、表面付近で高く、深くなるにつれ低くなる
傾向がある。これは同海域ではシアノバクテリアが主要な窒素固定生物であり、光合成のために
光を必要とするからである。一方、北極海では深い深度でも窒素固定活性が高くなる場合があっ
た。次世代シーケンサーを用いて窒素固定生物群集の遺伝子を網羅的に調査すると、ほとんどの
観測点で嫌気性細菌と考えられる窒素固定生物が優占していた。しかも、硝酸塩やアンモニウム
塩が枯渇していないにも関わらず、高い窒素固定活性が示されたのである。以上のことから、北
極海は熱帯・亜熱帯貧栄養海域では見られない光合成をしない特異的な微生物によって窒素固
定生物群集が形成されており、硝酸塩やアンモニウム塩濃度が枯渇していなくても窒素固定が
起きていることがわかった（Shiozaki et al., 2018）。以上は北極海特有の全く新しい窒素固定の発
見であった。さらに北極海の物質循環における窒素固定の重要性を明らかにするため、硝酸塩取
り込み速度を測定し、窒素固定速度と比較した。その結果、硝酸塩やアンモニウム塩濃度の低い
水塊では窒素固定が硝酸塩取り込みと同じ速度かそれを上回っていた。また水中の積算値で比

図 4 西部北極海チュクチ海（左図の青点がサンプリング点）にて採取された海水から分析された窒素固
定生物の活性の水深方向の鉛直分布。色が赤いほど窒素固定の活性が高いことを示す。 

図 3西部北極海チユクチ海における (左) 現在および (右) 温暖化・海氷融解の早期化が進んだ
場合の生態系の模式図 
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べると窒素固定は硝酸塩取り込みに対して最大で 21%を占めていることがわかった。これらの
結果から窒素固定が北極海の物質循環に確実に寄与していることがわかった（Shiozaki et al., 
2018）。北極海の中央部カナダ海盆域では、近年の海氷融解によって貧栄養化が加速している。
そのような海域では将来、窒素固定が基礎生産全体に重要な役割を果たしていく可能性がある。 
(3) 特異性に関して、本研究

では、原油が持つ一連の炭化水
素とほぼ同じ直鎖飽和炭化水
素について炭素数10から38ま
で幅広く合成する能力を持つ
植物プランクトンを北極海の
水塊から採取している。詳細な
遺伝子解析の結果、ハプト藻の
Dicrateria rotunda という種で
あると同定された（図 5）。一般
的な植物プランクトンも炭化
水素を作るが原油と同じ一連
の直鎖飽和炭化水素を合成す
る能力を持った生物はこれま
で報告されていないことから、
この種の有機化合物合成能の
特異性は明らかである。加え
て、ほとんど不純物（二重結合
を持つ炭化水素など）を作らな
いことも特徴であり、将来のバ
イオエネルギー源としての可
能性を秘めている。さらに研究
を進めた結果、同種は中緯度の
沿岸域にも生息していることがわかった。世界のカルチャーコレクションに保存されている
Dicrateria rotunda 株を取り寄せ、北極海株と有機化合物合成能の比較を行った結果、北極海株同
様に炭素数の短いものから長い物まで一連の直鎖飽和炭化水素を合成する能力を持つことがわ
かった。北極海株を用いた培養実験で 24 時間光を当てた場合、24 時間暗所に保った場合、4℃
の低温環境の場合（通常は 20℃培養）、窒素系の栄養塩を欠乏させた場合の 4パタンについてい
ずれの環境が炭化水素合成に適しているか比較を行なった。その結果、窒素系の栄養塩を欠乏さ
せた条件下で単位重量当たりの炭化水素合成量が最も高くなった（Harada et al., 投稿中）。北極
海は海氷融解が進み、表層で低栄養状態が進行しやすくなっている。この実験結果から将来的に
Dicrateria rotunda が炭化水素を合成させやすい環境が整っていく可能性も示唆される（Harada et 
al.,投稿中）。 
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図 5 西部北極海に生息する Dicrateria rotunda（a）遺伝子系統樹
（b）電子顕微鏡写真と脂質を蓄える部分が赤く染まっている（c）
Dicrateria rotunda の３D 細胞構造 
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Atsushi

Fifth International Symposium on Arctic Research（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

北極海カナダ海盆を沈降する陸源砕屑粒子のSr-Nd同位体組成：表層と深層の粒子の類似性と相違性

係留観測による北極海カナダ海盆の海氷厚の季節変動

Sea-ice thickness from moored ice-profiling sonar in the Canada Basin, Arctic Ocean

Seasonal changes in the population structure of four dominant copepods collected by a sediment trap moored in the western
Arctic Ocean



2018年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

JpGU-AGU joint meeting 2017（国際学会）

Meeting of Korea Institute of Science and Technology（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

Kimoto Katsunori, Kubota Yoshimi, Sasaki Osamu, Iwashita Tomohiro, Nakamura Yuriko

Kimoto Katsunori

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Itoh Motoyo, Fukamatchi Yasushi, Kimura Noriaki, Krishfield A. Richard, Kikuchi Takashi , Moriya Erika, Onodera Jonaotaro,
Harada Naomi

西野茂人、菊地隆、川合美千代、川口悠介、平譯享、伊東素代、藤原周、青山道夫

Fifth International Symposium on Arctic Research（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

High precision X-ray CT morphometry of microfossils for scientific validations

Recent activities on ocean acidification study in JAMSTEC

Sea-ice thickness from moored ice-profiling sonar in the Canada Basin, Arctic Ocean.

Nutrient dynamics affecting phytoplankton distributions in the Pacific Arctic region

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
2016年度日本海洋学会秋季大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Arctic Science Summit Week 2017（国際学会）

Nishino, S., T. Kikuchi, M. Yamamoto-Kawai, Y. Kawaguchi, T. Hirawake, M. Itoh, A. Fujiwara, and M. Aoyama

Takeuchi, S., Y. Asahara, N. Harada, J. Onodera, K. Nagashima

木元克典、小野寺丈尚太郎、西野茂人、原田尚美、池上隆仁、松野孝平、佐々木理

木元克典、中村由里子、脇田昌英、原田尚美、佐々木理

Goldschmidt Conference 2016（国際学会）

2016年日本ベントス学会・日本プランクトン学会合同大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Nutrient dynamics affecting phytoplankton distributions in the Pacific Arctic region

A combined chemical and Sr-Nd isotopic study on terrigenous supply to the western Arctic Ocean

北極海における有殻翼足類の脆弱性と頑健性：天然海水を用いた船上飼育実験の結果

海洋酸性化の影響評価のための浮遊性有孔虫の個体別密度測定法

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本微生物生態学会第31回大会

25 years of North Pacific Marine Science Organization Annual Meeting（招待講演）（国際学会）

The seventh symposium on polar science

伊知地稔、塩崎拓平、藤原周、眞壁明子、吉川知里、川口慎介、西野茂人、原田尚美、木暮一啓

Harada, N., K. Kimoto, M. Wakita, T. Fujiki, K. Shimizu, J. Onodera

Nishino, S., A. Fujiwara, T. Kikuchi

Harada, N., K. Kimoto, Y. Nakamura, J. Onodera, M. Wakita, T. Fujiki

ICES/PICE Workshop on Understanding the Impacts and Consequences of Ocean Acidification for Commercial Species and End-users
（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

特定波長の太陽光線が海洋に遍在するThaumarchaeota門古細菌の有光層における分布へ与える影響の評価

Potential environmental changes in the western Arctic and the western North Pacific: their impacts on lower trophic level
organisms

The R/V Mirai Arctic Ocean cruise in 2016 and its related GRENE/ArCS studies

Quantitative assessment scheme on calcifier’s OA response



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 9th Global Earth Observation System of Systems Asia-Pacific Symposium（国際学会）

The 1st International Workshop on Future Vision of the Marine Protected Areas in the Arctic Ocean（招待講演）（国際学会）

The Association for the Sciences of Limnology and Oceanography 2017 Aquatic Sciences Meeting（国際学会）

 ３．学会等名

Harada, N., J. Onodera, K. Kimoto, M. Kitamura, T. Fujiki, T. Kikuchi

Sugie, K., A. Fujiwara, S. Kameyama, N. Harada, S. Nishino

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Harada, N., K. Kimoto, M. Wakita, F. Tetsuichi, K. Shimizu, J. Onodera

Sugie, K, N. Harada, T. Fujiki, K. Kimoto, M. Wakita, M. Kitamura, T. Hashioka, E. Watanabe, J. Onodera, S. Chiba

The Third Xiamen Symposium on Marine Environmental Sciences（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Observation, measurement and modeling studies-Toward the understanding of biological response to Arctic change-

Effects of temperature, CO2 and salinity on the growth dynamics of Arctic phytoplankton community

Ocean acidification in the western Arctic Ocean and sub-arctic North Pacific -its impact on the marine calcifies-

Research activities on OA in JAMSTEC

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
平成28年度北極域研究共同推進拠点　共同利用研究集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ブルーアース2017

川口悠介・伊東素代・菊地隆・小野寺丈尚太郎・原田尚美，深町康，守家衣利加

西野茂人、藤原周、菊地隆

西野茂人

小野寺丈尚太郎、渡邉英嗣、溝端浩平、田中裕一郎、原田尚美

ブルーアース2017

平成28年度第2回ArCSプロジェクト全体会合

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

北極海の海氷消失が及ぼす北極海の乱流化現象について-- ノースウィンド深海平原における係留系観測データの解析

2016年「みらい」北極航海 (MR16-06)概要とこれまでの研究成果

海洋地球研究船「みらい」北極航海と最近の成果

バロー北方沖とハンナ峡谷北部における沈降粒子と水塊環境の通年観測

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Polar Gordon Research Conference（招待講演）（国際学会）

日本海洋学会2016年度春季大会

GRENE北極気候変動研究事業 研究成果報告会

Harada, N., K. Kimoto, K. Shimizu, J. Onodera

西野 茂人, 川口 悠介, 藤原 周, 竹田 大樹, 大島 和裕

西野茂人、菊地隆、藤原周、平譯享、青山道夫

Harada N.

Arctic Observing Summit（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Ocean acidification in the western Arctic Ocean -its impact on the marine planktons-

2015年「みらい」北極航海における海洋観測

Water mass characteristics and their temporal changes in a biological hotspot in the southern Chukchi Sea

Arctic marine biological and biogeochemical observation-Jamstec’s challenge, initiative and perspective-



2016年

2016年

2016年

2016年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

3rd JAMBIO International Symposium（国際学会）

Ecosystem Studies of Sub-Arctic and Arctic Seas Annual Science Meeting 2016（国際学会）

Workship: Biogeochemical studies in the Siberian Shelf Seas（国際学会）

 ３．学会等名

Kimoto K., Y. Nakamura Y., J. Onodera, O. Sasaki, H. Kano, N. Harada

Nishino S.

 ２．発表標題

 ２．発表標題

西野 茂人, 川口 悠介, 藤原 周, 竹田 大樹, 大島 和裕

Kimoto, K.

ブルーアース2016

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Seasonal and yearly changes in preservation states of Arctic Pteropod shells between 2010 and 2012

JAMSTEC researches on the biogeochemical dynamics in the Siberian Arctic Ocean and their differences from those on the
Alaskan side

2015年「みらい」北極航海における海洋観測

Marine calcareous plankton as the recorder of past and present ocean acidification: How do they respond?

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2015年

2015年

2015年

2015年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
激変する北極海の海洋環境, GRENE北極気候変動研究事業海洋生態系シンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

8th International Conference of Asian Marine Geology（招待講演）（国際学会）

KIMOTO K., HARUNAGA M., NAKAMURA Y., KURASAWA A.

KIMOTO KATSUNORI, KIHARA TATSUYUKI, IWASAKI SHINYA, SASAKI OSAMU, KANO HARUMASA, WAKITA MASAHIDE, IRINO TOMOHISA

木元 克典, 中村 由里子, 佐々木 理, 鹿納 晴尚, 岩崎 晋也

西野茂人

日本地球惑星科学連合2015年大会

日本サンゴ礁学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Biserial planktic foraminifers Streptochilus: A proxy for paleo-productivity?

Micro focus X-ray Computing Tomography Technique: Applications for the Ocean Acidification study.

マイクロX線CT法による生物骨格の3次元計測

ここまで分かった海洋生態系の変化　海氷が減ると、生態系は、水産資源は、どうなるの？

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2015年

2015年

2015年

2015年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2015 Pacific Arctic Group Fall Meeting（国際学会）

The ISAR-4/ICARPIII Symposium（国際学会）

The ISAR-4/ICARPIII Symposium（国際学会）

Nishino S.

KIMOTO, K.

Nishino, S., Y. Kawaguchi, J. Inoue, T. Hirawake, A. Fujiwara, R. Futsuki, J. Onodera, and M. Aoyama

Nishino, S., T. Kikuchi, M. Itoh, Y. Kawaguchi, T. Hirawake, M. Yamamoto-Kawai, W. J. Williams, and I. Semiletov

Pacific Arctic Group (PAG)-Climate Line Workshop（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

R/V Mirai Arctic Ocean Cruise in 2015 "Observational Studies on the Arctic Ocean Climate and Ecosystem Variability

Micro-Focus Xray CT analysis reveals shell density of marine calcifiers and its seasonal changes.

Nutrient supply and biological response caused by wind-induced forcing in the northern Chukchi Sea

Changes in Arctic biogeochemical dynamics with the recent loss of sea ice



2015年

2015年

2015年

2015年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

North Pacific Marine Science Organization 2015 Annual Meeting（招待講演）（国際学会）

日本地球化学会2015年会

Asia Oceania Geoscience Society（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

竹内 晟也, 浅原 良浩, 原田 尚美, 長島 佳菜, 小野寺 丈尚太郎

Harada N.

Hirose Y., N. Misawa, S. Wakazuki, T. Eki

Kimoto K.

The IRAGO conference 2015（国際学会）

 ２．発表標題

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Sr, Nd同位体比と微量元素組成を用いた北極海カナダ海盆西部域の沈降粒子中の珪酸塩砕屑粒子の起源解析

Marine Phytoplankton-Its various functions on the Earth-

Establishment of the Pipeline for High-throughput Determination of Complete Bacterial Genomes

Micro-Focus X-ray CT technique: Applications for the Ocean Acidification Study

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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木元克典、菊池一
夫、岩下智洋、佐々
木理

密度測定方法および較正基準試料並びにその作製方法

 産業財産権の種類、番号
特許、特願2018-128758

296

648

 発明者 産業財産権の名称  権利者
JAMSTEC,コムス
キャンテクノ,ホ
ワイトラビット

Marine Protists: Diversity and Dynamics

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 １．著者名

 １．著者名

 ４．発行年

 ４．発行年

藤倉 克則、木村 純一、海洋研究開発機構

Kimoto K.

 ２．出版社

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．書名

 ３．書名

深海――極限の世界　生命と地球の謎に迫る

 ２．出版社

講談社

Springer

Ecosystem Studies of Sub-Arctic and Arctic Seas Annual Science Meeting 2015（国際学会）

Responses of pteropods to ocean acidification and climate change（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Harada N., K. Kimoto, J. Onodera, O. Sasaki, H. Kano, Y. Tanaka, S. Nishino, M. Yamamoto-Kawai

Kimoto K.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

Micro-Focus X-ray CT analysis reveals shell density of marine calcifiers and its seasonal change

Micro-Focus X-ray CT technique: Applications for the Ocean Acidification Study.
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(Shiozaki Takuhei)

東京大学大気海洋研究所・微生物分野・准教授

研
究
分
担
者

木元　克典

(Kimoto Katsunori)

(40359162)

国立研究開発法人海洋研究開発機構・地球環境部門(地球表層
システム研究センター)・主任技術研究員

(82706)

研
究
分
担
者

広瀬　侑

(Hirose Yu)

(30616230)

豊橋技術科学大学・工学（系）研究科（研究院）・助教
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氏名
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（研究者番号）

備考

研
究
分
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者

西野　茂人

(Nishino Shigeto)

(10421885)

国立研究開発法人海洋研究開発機構・地球環境部門(北極環境
変動総合研究センター)・主任技術研究員

(82706)

特許、2017-139275
 出願年

原田尚美

プレスリリース 
①「北極海の豊かな生態系を育む植物プランクトンの通年の生物量変化を初観測―天然の有機物貯蔵庫が海洋生物のホットスポットを支えている―」（2016年4月
29日） 
Nishino, S., et al. (2016), Biogeosciences, 13, 2563&#8211;2578, doi:10.5194/bg-13-2563-2016. 
②「北極海の海底の豊かな生態系が海洋酸性化で深刻な状況に」（東京海洋大学より; 2016年11月22日） 
Yamamoto-Kawai, M. et al. (2016) Biogeosciences, 13, 6155&#8211;6169, doi:10.5194/bg-13-6155-2016. 
③「北極海の「砂漠」で生物生産を支えるエネルギー供給源が明らかに―窒素固定が北極海及び全海洋の窒素源として重要な可能性が―」（2018年5月23日） 
Shiozaki, T.et al. (2018) Limnol. Oceanogr., 63, 2191&#8211;2205, doi:10.1002/lno.10933. 
④「北極海の海氷減少が窒素循環を変えてしまうことを解明―海洋生態系や水産資源への影響を与える可能性―」（2019年8月22日） 
Shiozaki, T.,et al. (2019) Global Biogeochem. Cycles, 33, 1085&#8211;1099, doi:10.1029/2018GB006068 

同左微細藻類を用いた炭化水素の製造方法
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